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本文： 

「採血で〇〇アレルギーっていわれたんです」 

当院は小児科、アレルギー科、内科を掲げており、お子さんだけでなく大人の患者さんも含

め他の医療機関で実施されたアレルギー検査、主に「アレルギーの採血」と呼ばれることが

ある「特異的 IgE 検査（ある物質に対しアレルギー症状を生じる一因となる IgE が体内に

存在するか確認する採血項目）」の結果について相談されることがあります。 

日本小児アレルギー学会監修の「食物アレルギーガイドライン 2021」をはじめとする国内

外のガイドライン等では「特異的 IgE 検査は診断の補助検査」と記載されています。採血で

反応が生じていたとしても元々摂取可能であることが確認できている食品であれば除去対

応は不要です。ところが、採血で反応があるのみで除去対応されている状況が散見されます。

また、検査項目としてガイドライン上診断に利用することが推奨されていない「複数の項目

を網羅的に実施する検査」が多用されている状況も散見されます。そういった検査結果に対

する不安感から元々摂取可能な食品であっても自己判断で除去対応をおこなってしまう方

も存在している現状があります。日本アレルギー学会認定専門医である筆者としては、この

状況をどうにかできないかと日々模索しています。 

『アレルギーの採血（特異的 IgE 検査）』を実施する際には結果の解釈に十分注意が必要で

あり、その解釈には前提として「詳細な問診（状況について詳細な話を担当医に確認しても

らうこと）」が必要です。この誌面の読者の方々にとって、「とりあえず」「ついでに」「せっ

かくだし」と問診を前提とせずに提案される採血は、勧められても実施しないほうが得策で

あると考えます。もし、読者の方々が自身にアレルギーがあるか不安を感じて検査を希望さ

れる場合、まず考えてほしいポイントは「『〇〇（食品）を食べたらこういう症状が出た』

という状況があるかどうか」という視点です。そういうエピソードがなければアレルギーの

採血は不要です。そのようなエピソードがある場合には、「何を食べ」「その後どれくらいの

時間で」「どういった症状（皮疹、口の違和感、嘔吐、息苦しいなど）」が生じたのか、メモ

に記載してかかりつけ医やアレルギー専門医に相談することを強くお勧めします。そうい

った「詳細な問診」を踏まえて、検査の必要性を判断してもらい、必要な場合には検査項目

（「アレルギーの採血」など）を選択してもらうことが「正しいアレルギーの診断につなげ

る」ために重要であることを、読者の方々に知ってほしいです。検査結果から不安感を感じ

たり不必要な食品の除去をおこなってしまう方がいなくなることを、切に願っています。 

 


